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二
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（
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七
六
・
八
）

両
足
院
（
建
仁
寺
派
）
の
収
蔵
資
料
に
つ
い
て

五
十
田
図
三
回

目
　
次

　
は
じ
め
に

　
両
足
院
と
林
家

　
収
蔵
資
料
（
「
抄
物
」
を
中
心
に

）

現
状
、
と
利
用
．

む
す
び

は
　
じ
　
め
　
に

　
去
年
の
秋
、
京
都
建
仁
寺
派
両
足
院
を
訪
問
す
惹
機
会
を
得
て
、

主
と
し
て
、
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
、
旧
蔵
者
、
資
料
内
容
、
数

量
、
保
存
状
態
、
目
録
、
利
用
等
に
わ
た
っ
て
見
聞
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
以
下
は
、
そ
の
概
略
の
報
告
で
あ
る
。

両
足
院
と
林
家

　
両
足
院
は
、
建
仁
寺
派
の
一
塔
頭
と
し
て
、
同
毫
光
三
十
五
代
の

僧
、
竜
山
徳
見
（
一
二
　
一
三
八
四
五
八
）
の
開
基
髪
る
禅
宗
（
臨
済
）
の
名
刹

σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
二
、

で
あ
る
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

徳
見
は
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
二
二
才
で
丞
兀
し
、
求
法
生
括
四
五

，
三
審
験
し
て
、
貞
和
五
年
（
塞
六
六
才
の
時
に
帰
朝
し
た
名
僧

で
、
帰
朝
に
際
し
て
、
禅
僧
十
七
名
、
船
主
以
下
申
国
人
十
一
名
を

随
侍
し
た
（
「
園
太
暦
」
観
応
元
年
四
月
十
四
日
の
条
参
照
）
。
そ
の
中
に
饅
頭
屋
林
家
（
切
離
瀬
）
，

の
先
祖
で
あ
る
林
三
三
も
加
わ
っ
て
い
る
。

　
三
三
は
帰
化
し
、
子
孫
は
奈
良
と
京
都
に
住
し
て
饅
頭
屋
を
業
と

し
た
が
、
か
っ
て
饅
頭
を
宮
中
に
献
じ
て
よ
り
思
召
し
も
厚
く
、
又

当
時
第
一
級
の
文
化
人
と
の
交
渉
も
広
く
行
な
わ
れ
た
関
係
上
、
そ

0
方
の
影
響
も
大
き
く
自
ず
と
有
為
の
人
材
が
育
っ
て
い
っ
た
。

　
も
と
よ
り
林
家
は
、
代
々
仏
に
帰
依
す
る
心
が
厚
く
、
五
山
の
諸



刹
に
出
家
す
る
者
が
多
く
、
仮
に
出
家
し
な
い
ま
で
も
、
此
等
一
門

の
先
徳
に
参
じ
て
禅
を
修
学
す
る
徒
が
多
か
っ
た
ゆ
従
っ
て
、
篤
学

，
篶
緯
罪
諜
鱒
雛
羅
琳
踪
に
爺

　
つ
た
。

　
宗
二
は
室
町
末
期
か
ら
桃
山
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
学
者
で
、

い
わ
ゆ
る
「
抄
物
」
の
筆
録
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
も
講
じ
、

又
饅
頭
屋
本
節
用
集
の
編
録
者
と
し
て
、
更
に
は
源
氏
物
語
の
注
釈

書
で
あ
る
「
林
逸
抄
五
十
四
巻
」
の
著
者
乏
し
て
著
名
で
あ
る
。
和

歌
を
三
条
西
実
隆
や
牡
丹
花
肖
柏
か
ら
、
そ
し
て
、
，
儒
学
を
当
代
の

名
儒
清
原
宣
賢
（
一
四
　
一
五
七
五
一
五
〇
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
完
だ
こ
と
は
よ
嘉

ら
れ
て
お
り
、
、
の
ち
に
彼
の
門
に
修
学
す
る
者
も
多
く
現
わ
れ
た
。

　
　
一
方
、
両
足
院
と
林
家
と
の
関
係
ほ
、
単
に
師
檀
の
間
柄
の
み
な

ら
ず
、
初
期
の
歴
代
住
持
は
、
多
く
は
竜
山
徳
見
の
法
を
継
ぐ
林
家

出
身
の
僧
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
無
等
以
倫
、
文
林

寿
郁
、
空
回
東
余
坐
，
和
仲
一
一
、
梅
仙
東
通
、
利
峯
東
鋭
等
で
、
江

戸
初
期
ま
で
林
家
の
色
彩
が
濃
厚
で
、
さ
な
が
ら
当
院
ど
林
家
と
は
幽

　
一
家
の
如
を
関
係
で
あ
っ
た
。
，

．
馳
こ
う
し
た
関
係
で
当
院
に
は
、
．
こ
の
林
宗
二
の
筆
録
本
及
び
父
の

学
問
を
継
承
し
、
両
足
院
の
住
持
と
な
っ
た
息
男
の
梅
仙
東
通
の
筆

写
本
が
ま
と
ま
、
っ
て
収
蔵
さ
れ
、
’
そ
の
後
も
林
氏
門
下
の
当
院
の
住

職
め
手
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
、
今
日
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。

収
蔵
資
料
．
（
「
抄
物
」
を
中
心
に
）

　
今
日
当
院
に
収
蔵
さ
れ
て
．
い
．
る
資
料
は
、
右
に
記
し
た
経
緯
か
ら

推
測
し
て
竜
、
奈
良
、
平
安
と
い
っ
た
古
代
に
遡
れ
る
程
ゆ
古
典
籍

は
な
く
、
三
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
和
装
の
典
籍
が
主
で
あ
る
。
’

　
当
院
備
付
の
目
録
（
後
患
）
に
ま
る
と
、
蔵
書
数
鳳
、
タ
不
下
ル

数
に
し
て
順
順
、
五
〇
〇
内
外
、
そ
の
中
抄
物
は
二
四
〇
タ
イ
ト
ル
、

五
山
版
画
九
〇
タ
イ
ト
ル
、
漢
籍
約
八
○
タ
イ
ト
ル
、
そ
れ
に
朝
鮮

本
、
国
書
そ
れ
ぞ
れ
若
干
ず
つ
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
他
は
仏

書
が
相
当
数
を
占
め
、
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
期
の
刊
写
本
類
と
推
測
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
‘
林
宗
二
、
梅
仙
父
子
の
筆
録
手
写
に
か
か
る
．
三
一

抄
物
之
認
五
山
版
お
よ
び
漢
籍
が
心
中
の
白
眉
と
い
え
る
。
と
は
い
、
．
一

、
兄
、
江
戸
時
代
の
刊
写
本
と
い
え
ど
竜
」
当
院
歴
代
の
学
僧
の
手
写
，

手
沢
に
な
る
典
籍
が
多
く
含
ま
れ
、
当
院
の
学
問
に
対
す
る
真
摯
な

姿
を
彷
彿
さ
せ
て
い
る
。

　
今
回
わ
ず
か
に
抄
物
を
中
心
に
披
見
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
が
、

林
宗
二
自
筆
の
書
写
奥
書
の
中
に
、
．
擾
乱
に
あ
け
く
れ
た
戦
国
時
代

の
世
情
の
一
端
を
書
き
留
め
た
識
語
な
ど
も
あ
り
、
乱
世
に
生
き
る
，

姿
を
か
い
間
見
た
思
淋
で
、
二
そ
ケ
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
以
下

そ
れ
ら
の
資
料
の
一
部
を
列
挙
し
て
、
．
参
考
に
供
し
た
い
。
・



　
　
　
　
　
抄
物
（
箱
番
号
順
）

　
　
　
　
　
一
五
一
番

三
三
抄
　
存
巻
上
ノ
上
下
、
、
中
ノ
下
　
三
冊
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名

　
　
抄
ジ
式
三
三
表
紙
三
三

　
　
識
語

　
　
上
巻
末
（
一
五
三
四
）

　
　
天
文
三
年
押
三
月
八
日
作
之
此
年
閏
正
月
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
盛
三
十
七
才

　
　
　
（
一
五
四
八
）

　
　
同
年
号
十
七
年
三
月
写
之
　
定
生
十
六
才

蒙
求
抄
　
存
巻
上
ノ
上
中
下
、
中
ノ
下
　
四
冊
．
片
仮
名
交
じ
り
仮

　
　
名
抄
　
ソ
式
量
　
茶
表
紙
原
装
　
筆
跡
後
掲
「
周
回
抄
」
に
酷

　
　
似
、
宗
二
筆
か
　
前
掲
書
を
含
め
－
「
共
七
冊
」
と
表
紙
に
記

　
　
す

東
回
抄
　
二
五
巻
　
三
十
冊
　
宗
二
筆
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名
抄

　
　
ソ
式
体
　
茶
表
紙
原
装

，
識
語

　
　
巻
込
末
（
一
五
四
一
）

　
　
三
時
天
文
十
年
三
三
三
三
二
月
三
三
隆
学
問
寺
瓦
坊
南
台
貸
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
四
十
力
〕

　
　
終
功
了
　
破
関
子
　
［
三
才

　
　
巻
三
末
（
一
五
四
〇
）

　
　
天
文
九
年
四
月
廿
五
日

　
　
三
四
末

　
　
天
文
十
年
丑
八
月
十
八
日
、
，
・

毒
＋
垂
三
三
三
日
於
嚢
一
中
終
功
了
破
學

　
　
　
　
　
　
　
（
三
六
異
筆
）

巻
六
末
（
一
五
五
一
）

委
＋
舞
二
月
前
三
日
初
要
占
董
．
之
林
氏
三
関
辞
’

馨
＋
華
三
朔
半
夜
於
南
都
抄
之
了
三
一

馨
轟
葎
早
三
日
総
監

鷺
＋
年
辟
＋
百
＋
百
終
回
三

三
十
一
末
．
・

天
文
十
一
年
寅
三
月
廿
二
日
一
法
隆
寿
書
類
去
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
客
力
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
沢
左
京
鮎
漁
□

巻
十
二
首

天
文
十
一
年
三
月
廿
二
日
始
之
　
一
．
　
　
一

．
黎
＋
葦
閏
三
月
晦
日

甦
四
這
三
百
．
三
関
四
＋
四
才

三
図
蕎
四
三
天
下
三
三
三
雲
二
三
ノ
木
耳
毒
参
併
之
思

者
也

天
文
十
一
年
六
月
晦
日
三
法
隆
教
寺
瓦
毛
南
証
書
之
　
破
関
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
四
才

巻
十
五
末
（
二
四
年
一
五
五
五
）
　
　
　
　
　
、

天
文
阻
暮
春
四
三
八
三
先
達
三
三
抄
纂
［
三
関
斎
宗
和

　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
七
才

一三一．



　
　
（
一
五
七
四
）

　
　
夫
正
二
年
鑑
暮
春
十
五
日
早
天
写
之
詑
　
方
生
斎
宗
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
七
才

　　

�
U
轟
轟
旦
百
宗
二
四
＋
五
才

鷲
埜
塵
ダ
音
三
三
三
三
雲
雨
於
南
都
野
戦

　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
卿
抄
之
了
　
宗
二

　
　
巻
＋
九
三
、
一
　
　
噺

－
　
〔
宗
力
〕

　
　
□
和
奥
書
云

　　

@
雍
麓
疑
難
＝
脇
鐘
終
之

　
　
　
　
　
　
　
タ

　
・
巻
二
十
首
　
　
　
　
　
　
・
三
冠

　
　
六
月
四
日
始
之
　
　
天
文
廿
四
年
孟
秋
単
二

．
，
瞠
㌫
四
望
春
＋
三
。
・

＼
蘇
鑑
饗
墜
四
及
暁
天
書
之
三
関
斎
弓

　
　
（
一
五
七
三
）
，

　
　
天
正
元
年
騰
十
五
及
夜
半
写
之
　
宗
二
、

縫
類
書
葎
育
三
藁
時
潮
而
記
七
輪

　
　
部
大
略
抄
黒
闇
　
宗
二
r
六
十
七
才

　
　
縫
雛
蘂
無
声
＋
八
日
宗
二
六
＋
五
才
抄
之

　
　
　
　
二
五
二
番

四
壁
入
海
　
五
十
冊
　
梅
仙
筆
ヵ
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名
抄

へ

　
尚
書
抄
　
十
三
巻
序
一
巻
、
十
三
冊
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名
抄
n
ナ

　
　
　
リ
三
体
　
茶
表
紙
原
装
　
筆
跡
宗
二
筆
に
酷
似
す
る
も
、
ま
ま

　
　
　
異
筆
を
交
じ
え
る
　
　
　
　
旨

　
史
紘
列
伝
　
八
冊
　
宗
二
筆
　
漢
文
注
　
茶
表
紙
原
注

　
　
　
識
語
　
，
　
　
　
’
、

　
　
　
恐
恐
謎
箒
糖
照
照
三
井
竺
四
点
了
慮
日
求
白
紙
可

　
　
．
「
清
書
之
都
督
「
判

　
　
　
（
一
五
七
四
）

　
　
　
天
正
弐
年
霜
月
廿
五
日
三
条
西
殿
御
回
申
出
湯
書
写
了
　
月
舟

　
　
　
和
尚
御
三
也
　
宗
二
（
花
押
）

　
　
　
第
四
三
三
（
一
五
一
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
永
正
十
一
　
十
二
写
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ご
五

・
　
描
端
埜
照
照
三
音
了
、
　
　
　
　
　
一

　　

O
輪
牒
二
年
仲
冬
昔
艶
難
乾
熱
筆
記
紫
雲
之
秘
伝
者

　
　
　
也
大
三
都
叔
判

　
　
　
　
　
　
一
五
四
番
　
　
　
　
　
　
　
　
’
－

百
納
襖
二
三
研
宗
二
筆
、
片
仮
名
交
℃
り
仮
名
抄
ソ
引
リ

　
　
　
式
混
体
　
栗
皮
色
表
紙
原
装
、
（
第
一
・
冊
の
み
披
見
）

　
古
文
尚
書
　
十
三
巻
　
六
冊
梅
，
三
筆

　
　
「
清
原
宣
賢
は
、
唐
本
を
も
と
に
し
累
代
の
家
本
を
参
考
に
し
て
、
書
写
加
9

　
　
点
本
十
三
巻
を
作
っ
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
竜
散
逸
し
、
現
在
本
館
に
第

　
　
五
巻
，
一
冊
、
京
大
図
書
館
に
第
七
・
十
港
の
二
冊
を
留
め
る
の
み
。
該
書
p



　
は
原
本
散
逸
以
前
に
、
梅
仙
が
書
写
本
を
作
成
し
て
保
存
し
た
も
の
で
、

　
宣
賢
加
点
本
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
孤
本
。

　
　
　
　
　
一
五
五
番

周
回
抄
　
上
下
経
　
六
冊
　
宗
二
筆
力
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名
抄

　
　
ソ
三
体
　
素
表
紙
三
三
　
表
紙
副
題
梅
仙
筆
と
云
う
　
二
賊
本

月
三
三
　
二
冊
　
近
世
初
期
写
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名
抄
　
ナ
リ
式

　
　
体
浅
黄
色
表
紙
原
装

　
　
糞
擁
塁
三
舞
難
擁
爪
尤
抄
之

春
秋
経
回
伝
集
解
　
三
冊
　
宗
二
筆
　
漢
文
回
訓
　
茶
表
紙
筆
墨

春
秋
経
伝
集
解
〔
抄
〕
存
巻
三
、
六
～
＋
七
、
＋
九
～
三
＋
存
三

　
．
冊
　
宗
二
筆
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名
抄
　
ソ
式
七
一

　
　
識
語

　
　
巻
三
首
（
一
五
四
〇
）

　
　
天
文
九
三
三
七
月
一
有
八
日
三
三
講
南
禅
陽
雲
東
長
老
聞
書

篭
堂
重
富
之
環
三
無
璽
東
二
二
旙

　
　
巻
三
十
末
（
十
年
一
五
＝
二
）

　
　
永
正
三
酉
九
月
二
十
電

杜
詩
抄
　
二
十
巻
　
二
五
冊
　
宗
二
筆
　
汁
仮
名
交
じ
り
仮
名
抄

　
　
也
三
体
　
茶
表
紙
三
三

　
　
識
語

　
　
三
二
末
（
一
五
七
一
）

　
　
元
亀
二
年
辛
旧
正
月
十
五
日
抄
三
三
以
雪
嶺
和
尚
記
聞
書
令
清

　
　
書
評
也

　
　
三
三
末

　
　
以
雪
嶺
多
少
聞
書
井
三
三
三
三
三
三
　
宗
二

　
　
巻
十
一
末
（
一
五
七
二
）

　
　
元
亀
三
年
壬
申
五
月
十
七
日
抄
之
一
宗
二
七
十
五
才
（
花
押
）

　
　
巻
十
七
末
（
一
五
八
一
）

　
　
天
正
九
年
畔
六
月
七
日
抄
三
三
　
宗
二
　
八
十
四
才
、

　
　
於
一
乗
院
門
□
孝
経
読
申
了

　
　
巻
二
十
末
（
一
五
七
九
）

　
　
天
正
三
韓
十
月
四
日
連
送
抄
出
了
　
宗
ニ

　
　
　
　
　
タ

杜
詩
三
田
　
団
団
三
～
十
一
，
存
九
冊
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名
抄

　
　
ナ
ザ
三
体
　
薄
茶
色
表
紙
陣
雲

　
　
識
語

　　

燈
H
麺
二
途
呈
二
月
晋
夜
半
第
一
誉
リ
第

　
　
四
巻
至
ヲ
書
写
了
於
泉
南
行
田
孫
九
郎
宿
焼
場
土
蔵
内
書
之
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
．
　
　
　
〔
三
盛
力
〕

　
　
薪
能
見
物
南
都
上
［
目
筆
了
　
［
］

　
　
　
　
　
一
五
六
番

三
三
環
三
口
義
　
二
十
巻
序
一
巻
　
十
三
冊
宗
二
筆
、
片
仮
名
交

　
　
じ
り
仮
名
抄
　
ナ
リ
・
ソ
三
巴
体
　
ま
ま
濁
点
あ
り

　
　
識
語

　
　
羽
十
末
（
一
五
三
九
）

　
　
天
文
八
三
［
書
三
三
　
閏
n

欝
三
番
育
晋
絵
隆
喬
坊
瓦
之
（
林
宗
二
三
盛
）

　
　
巻
十
三
末

　
　
三
八
智
育
廿
二
日
三
三
寺
李
伝
講
演
次
抄
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濫
費

【
ご
六一

昏



ン

　
　
巻
十
四
末
　
　
　
　
　
巻
十
五
首
　
　
　
　
巻
十
八
首
（
三
年
一
五
三
四
）

　
　
閏
六
　
廿
［
　
　
　
六
月
九
日
　
天
文
甲
午
卯
月
十
四
日

　　
m
葺
妃
九
月
廿
吾
蔀
功
畢
西
大
寺
愛
染
万
座
執
行
“

薪
蘇
妃
七
三
吾
於
蔭
旧
記
三
脚
含
李
伝
結
願
了

　　
ﾉ
朕
鑑
背
吉
於
法
隆
寺
脇
坊
抄
之
正
義
四
＋
糞
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
盛

三
家
詩
法
私
愚
存
地
巻
　
一
冊
室
町
末
期
写
片
仮
名
交
じ
り

　
　
仮
名
抄
．
ソ
三
体
　
茶
表
紙
原
装

三
体
詩
法
抄
．
二
冊
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名
抄
　
也
・
ソ
式
導
体

　
　
素
表
紙
三
三

　
　
識
語

　
　
（
一
五
三
七
）

　
　
委
六
六
三
具
百
破
學

　　

E
抄
客
受
於
覇
染
筆
琴
蛋
鍔
暦
漏
壷
霜
寓
居
相
州

　
　
金
湯
山
早
雲
寺
加
朱
点
遂
一
校
畢
　

　
　
　
　
団
団
鷲
六
一
三
関
宗
和
誌
之

古
文
三
三
抄
　
一
冊
　
近
世
初
期
写
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名
抄
　
ナ

　
　
リ
ヘ
ソ
式
益
体
栗
皮
色
表
紙
原
装

論
語
旧
記
　
十
三
巻
　
六
冊
　
宗
二
筆
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名
抄
－

　
　
茶
表
紙
舗
装
　
題
籏
「
融
融
軽
量
」
　
．
類
本
は
本
館
、
・
蓬
左
文

　
」
庫
、
．
大
阪
府
立
図
書
館
に
架
蔵

山
谷
抄
　
二
十
巻
序
一
巻
　
六
冊
　
宗
二
筆
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名

　
　
抄
ソ
式
体
ま
ま
濁
点
あ
り
茶
表
紙
原
寸

山
谷
詩
評
抄
　
二
十
巻
序
一
．
巻
　
二
二
冊
　
宗
二
筆
　
片
仮
名
交
じ

　
　
り
仮
名
抄
　
ソ
三
体
　
茶
表
紙
四
三

　
．
識
語

　
　
三
三
（
一
五
六
〇
）
（
マ
マ
）

　
　
永
禄
三
年
　
　
醇
霜
月
晦
日
抄
之
　
宗
二
　
六
十
四
才

叢
磐
船
九
日
前
藁
里
長
器
量
回
錐
与
管

　
　
三
方
毎
日
合
戦
　
宗
二
　
六
十
九
才

　
　
巻
五
末
（
一
五
六
七
）

　
　
永
禄
十
年
卿
二
月
五
日
抄
之
　
宗
二
　
七
十
才

　
　
三
時
多
門
城
［
口
之
最
中
也
　
未
知
落
居
三
三

馨
＋
年
三
四
月
忌
抄
三
三
二
七
を
攣
評
之

　
　
　
　
　
　
ダ

蘇
九
年
知
能
龍
華
更
出
講
宗
二
、
山
ハ
＋
架

　
　
巻
十
四
末

　
　
永
禄
十
年
七
月
十
六
日
於
一
乗
院
殿
陣
中
血
染
　
宗
二
七
＋
才

　
　
巻
十
五
末

　
　
永
禄
九
年
丙
寅
三
遠
十
四
日
桜
之

　
蕪
醸
寅
之
分
＋
二
駒
之
宗
二
六
＋
九
才
　
「

　
　
此
時
於
多
門
城
依
右
衛
門
佐
殿
所
望
　
六
鱈
講
之
、

垂
物
華
分
吾
於
棄
院
監
之
多
門
城
郭
未
落
居
之

　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
間
也
　
宗
ご
　
七
十
才
（
花
押
）

七



　
　
磯
回
永
禄
＋
岳
八
月
三
冠
乱
中
於
棄
院
殿
抄
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
二
　
七
十
才
，

．
麓
蘇
年
繭
七
月
＋
吾
申
刻
抄
之
■
宗
二
山
臥
＋
九
才

．
癒
奪
缶
九
書
目
抄
童
於
棄
院
家
詑
劫
乱
中
今
夜
私

　
　
　
　
　
　
り

　
　
宅
可
有
放
火
之
如
何
≧
≧
　
宗
二
　
満
七
十
才
　
薄
墨

山
谷
詩
抄
　
二
十
巻
序
一
巻
　
二
一
冊
層
宗
二
筆
　
片
仮
名
交
じ
り

　
　
仮
名
抄
　
ソ
団
体
　
各
冊
表
紙
に
「
方
／
生
」
の
適
職
あ
り
、

柳
文
園
　
四
三
巻
序
一
巻
　
六
冊
宗
二
筆
栗
皮
色
表
紙
聖
経
．

　
　
巻
末
識
語

　
　
（
一
五
六
五
）
、

　
　
永
禄
第
八
乙
丑
十
月
朔
日
書
写
之
了
禅
昌
院
継
□
首
座
本
借
用

　
　
［
宗
二
．
六
十
八
才
　
不
［
書
之

江
湖
風
月
集
抄
　
三
冊
　
宗
二
筆
　
片
仮
名
交
じ
り
仮
名
抄
　
也
、

　
　
ソ
式
三
体
　
茶
表
紙
原
装

　
　
巻
末
識
語

　
　
右
此
抄
出
者
以
　
東
海
霜
天
両
大
和
尚
御
聞
書
所
令
清
書
也
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
原
〕

　
　
是
／
三
関
居
士
於
相
州
小
田
□
年
始
瑠
璃
灯
棚
転
記
藍
紙
魚
期

　
　
令
抄
出
／
飯
洛
紅
絵
居
士
不
日
臥
病
不
幾
逝
　
臨
終
之
刻
命
予

　
　
日
令
続
抄
／
之
任
遺
命
従
旧
史
碩
令
清
書
之
　
二
大
江
口
義
之

　
　
，
外
不
加
愚
意
／
之
一
言
誠
可
謂
至
宝
努
之
割
高
外
見
　
今
日
相

　
　
当
大
祥
忌
備
之
□
前
／
重
拭
涙
痕
而
已

　
　
　
（
一
五
六
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
（
方
／
生
）

　
　
　
永
禄
四
年
竜
集
辛
酉
首
夏
廿
九
　
宗
二
（
花
押
）
（
印
）

　
　
　
　
現
状
と
利
用

　
両
足
院
は
一
寺
院
で
あ
る
か
ら
、
一
般
的
な
観
念
で
利
用
し
、
目

的
を
果
た
そ
う
と
す
る
と
い
さ
さ
か
戸
惑
う
。
そ
こ
で
、
現
状
と
利

用
を
語
る
に
は
、
今
回
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
て
拝
覧
の

許
諾
を
得
た
か
、
そ
し
て
そ
の
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
し
る
す

こ
と
が
、
℃
よ
り
実
情
に
そ
っ
た
報
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

の
で
、
一
つ
の
参
考
と
し
て
以
下
簡
単
に
述
べ
る
。

　
当
院
は
特
に
公
開
の
形
式
を
と
っ
て
は
い
な
い
の
で
、
利
肘
の
手

続
き
な
ど
三
月
わ
か
ら
な
い
。
従
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
，
所
属
、
任

務
、
要
件
（
目
的
）
、
予
定
日
三
等
を
や
や
詳
し
く
記
し
、
そ
れ
に
、

も
し
許
可
が
得
ら
れ
れ
ば
公
用
と
し
て
参
り
た
い
旨
を
も
書
き
添

え
、
私
信
で
問
い
合
わ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
折
返
し
許
諾
の
返
書
を

頂
戴
し
た
の
で
、
早
速
正
式
の
依
頼
状
が
館
か
ら
発
送
さ
れ
た
、
と

い
う
の
が
そ
の
経
緯
で
あ
る
。

．
約
束
当
日
、
来
意
を
告
げ
、
収
蔵
庫
へ
の
立
入
を
求
め
た
。
し
一
か

し
、
以
前
盗
難
事
故
に
遇
っ
て
か
ら
は
、
何
人
を
も
入
庫
を
許
し
て

い
な
い
厳
し
さ
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
目
録
」
を
一
覧
の
上
、
閲
覧
資

料
を
提
示
す
る
よ
う
に
促
さ
れ
、
前
掲
の
「
抄
物
」
を
中
心
に
選
び
、

拝
覧
を
許
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
「
目
録
」
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
何
時
頃
作
製
さ
れ
た
’

も
の
か
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
薄
葉
の
青
罫
紙
一
四
八
枚
を
半
折
袋

綴
に
し
、
毛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
記
載
は
表
号
、
書
名
、
冊
数
が

［
二八

一
ち



主
な
事
項
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
五
山
版
は
「
五
山
」
、
溌
籍
は
「
唐
」

と
明
示
し
、
刊
特
別
、
筆
者
の
明
ら
か
な
も
の
は
そ
の
昔
を
掲
示
し
て

唱い

驕
i
野
駒
辮
℃
「
甥
重
器
欝
灘
疑
亀
止
落
餌
馬
蝉

三
下
識
紳
詩
華
罎
）
。

　
右
の
よ
う
な
次
第
で
入
庫
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
保
管
［
の
現

状
を
知
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
し
か
七
、
今
回
「
抄
物
」
関
係
の
わ

ず
亦
の
資
料
を
披
見
し
て
、
著
し
く
三
三
が
多
い
の
に
は
愕
然
之
レ
ゴ

た
ゆ
そ
れ
は
、
あ
る
程
度
予
想
し
て
い
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
．
允
。

無
論
一
部
を
見
て
全
体
を
論
ず
る
の
は
軽
率
の
彩
り
を
免
れ
な
い

が
、
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
先
に
掲
げ
た
「
江
湖
風
月
集
抄
」
な
ど
は
、
，

三
冊
の
う
ち
第
二
冊
は
、
恰
も
網
の
目
の
よ
う
に
虫
に
喰
い
荒
ざ
れ

て
い
る
状
態
で
、
，
貴
重
な
資
料
の
価
値
が
失
な
わ
れ
て
い
く
姿
を
目

の
辺
に
見
た
思
い
で
あ
る
。
そ
の
他
の
資
料
も
、
’
識
語
を
解
読
し
て

い
る
中
で
、
文
字
の
失
わ
れ
て
い
る
個
所
に
幾
度
か
出
会
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
態
か
ら
推
し
て
、
↑
勿
論
す
べ
て
の
資
料
が
伺
様
で
あ

る
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
保
存
状
態
ば
良
好
で
あ
る
と
は
い
い
切

れ
な
い
よ
ケ
で
あ
る
。

　
’
両
足
院
は
今
財
政
的
に
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
．
知
る
由
も
な
、
・

い
。
見
た
限
り
で
は
、
こ
れ
ぢ
の
資
料
は
危
機
に
直
面
し
．
て
い
る
、

、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
」
応
導
い
た
だ
い
た
御
住
職
に
も
、
．
資

料
の
将
来
を
慮
り
苦
衷
の
表
情
を
か
く
し
切
れ
な
い
様
子
で
あ
っ
一

た
。

　
こ
う
し
た
現
状
に
鑑
み
、
’
利
用
の
際
に
は
飽
く
ま
で
も
慎
重
に
嘱

丁
寧
に
取
扱
う
必
要
が
あ
る
し
、
．
当
然
な
が
ら
、
誰
彼
に
無
制
限
に
、

閲
覧
ざ
せ
る
こ
と
は
禁
じ
て
い
る
よ
ド
つ
で
あ
、
る
。
加
〉
監
て
、
．
．
当
院
で

は
、
住
職
御
夫
妻
が
す
べ
て
を
預
っ
て
い
る
様
で
み
り
、
又
寺
と
し

て
の
種
々
の
催
七
も
あ
る
ζ
と
な
の
で
人
手
も
足
ら
ず
、
そ
の
方
か

ら
の
制
約
も
必
然
で
あ
る
。

　
　
　
　
む
．
・
す
　
が

　
・
両
足
院
の
現
存
資
料
は
、
両
足
院
に
襲
蔵
さ
れ
て
こ
そ
意
義
が
あ

．
る
っ
も
し
不
幸
に
し
て
散
逸
す
る
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
へ
資
料
と

し
て
の
価
値
鳳
半
減
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
率
直
な
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

’
想
で
あ
る
。
寺
の
隆
昌
発
展
ま
（
歴
代
学
僧
の
勉
学
に
勤
し
ん
だ
事
．
土
三

蹟
ど
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
通
じ
て
読
み
と
る
こ
ど
が
で
き
る
し
、
・
　
一

又
戦
国
時
代
の
激
動
期
に
身
を
お
い
て
め
そ
の
生
き
様
を
、
如
実
に

、
憾
得
す
る
こ
と
も
で
き
・
る
℃
、

　
　
こ
れ
ら
先
達
の
残
ざ
れ
た
足
跡
を
可
能
な
限
り
保
存
し
、
一
そ
う
8

有
効
に
諸
方
面
σ
研
究
に
寄
与
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
切
望
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
・
・
そ
れ
燃
又
非
常
に
凹
田
な
状
況
爬
あ
渇
こ
ど
も
事
実
の
引

よ
う
で
あ
る
。
資
料
の
補
修
一
つ
を
取
上
げ
て
み
て
も
生
易
し
い
事
．

栖
で
は
な
い
り
．
今
後
ど
の
よ
う
忙
こ
れ
ら
の
資
料
を
保
存
し
、
後
世

に
継
承
し
て
い
く
か
、
・
そ
の
方
策
を
探
究
七
確
立
す
る
こ
乏
が
、
両

足
院
に
課
せ
ら
れ
た
緊
急
の
課
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



補
　
記

　
当
館
発
行
の
「
貴
重
書
解
題
　
第
七
巻
」
五
頁
に
、
　
，
「
周
易
抄
．

六
巻
　
六
冊
」
八
足
利
学
校
旧
蔵
本
）
の
書
写
年
代
を
、
室
町
時
代

末
期
か
ら
近
世
初
期
頃
の
写
本
と
し
て
略
述
し
た
が
、
そ
の
根
拠

は
、
巻
末
二
賊
の
前
に
あ
る
該
書
の
書
写
者
と
目
さ
れ
る
［
滴
翠
亭
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
〇
八
）

子
」
の
墨
記
が
、
馳
雅
号
そ
の
他
か
ら
梅
仙
禅
師
（
慶
長
十
三
年
十
月

・
＋
吉
寂
醤
で
は
な
い
か
と
議
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
梅
仙
憶
、
名
を
東
通
、
別
号
を
滴
翠
又
は
南
華
と
称
し
、
林
宗
二

の
息
男
で
、
両
足
院
の
住
持
で
も
あ
っ
た
。

　
現
在
両
足
院
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
　
「
周
易
抄
」
（
本
稿
二
六
頁
）

は
、
当
館
所
蔵
本
と
全
く
の
同
類
本
で
些
些
宗
二
の
自
筆
と
目
さ

れ
、
表
紙
に
記
す
副
題
は
、
梅
仙
の
筆
と
い
わ
れ
る
。

　
　
こ
う
し
允
関
係
で
或
は
梅
仙
の
写
し
お
い
た
一
本
か
と
も
推
測
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
度
両
足
院
に
赴
き
そ
れ
以
外
の
梅
仙
の

自
筆
本
に
ふ
れ
、
筆
跡
を
精
査
し
た
が
、
・
右
肩
上
り
の
、
・
力
強
さ
を

感
じ
さ
せ
る
特
徴
に
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
が
、
筆
跡
に
・

・
疑
問
が
あ
り
、
当
館
本
を
梅
仙
の
書
写
に
か
か
る
も
の
と
は
速
断
で

き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
書
写
年
代
も
或
は
、
・
近
世
初
期
を

下
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
ゆ

　
な
お
、
伊
藤
師
に
よ
る
と
「
滴
翠
」
は
、
梅
仙
の
雅
号
で
は
あ
る

が
（
禅
僧
の
場
合
に
「
滴
翠
子
」
と
は
い
っ
て
も
「
滴
翠
亭
子
」
と

は
用
い
な
い
と
い
う
御
教
示
で
あ
る
。
大
方
の
こ
示
教
を
乞
う
次
第

で
あ
る
。

追
　
記

　
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
両
足
院
と
林
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
当

院
の
現
住
職
で
あ
ら
れ
る
伊
藤
東
慎
氏
の
著
録
に
か
か
る
「
黄
龍
邊
韻
（
両

．
足
院
否
年
史
）
翻
三
＋
二
年
型
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
臨
、
大
方
参

考
さ
せ
て
い
た
§
い
た
q
し
か
し
、
紙
幅
の
都
合
で
全
く
の
粗
略
に
す
ぎ
な
．

　
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　
、
今
回
の
探
訪
に
際
し
て
快
よ
く
御
許
可
を
い
た
だ
ぎ
、
又
在
院
中
繁
忙
に
．

も
拘
ら
ず
い
ち
い
ち
御
相
手
下
さ
り
、
多
く
の
御
教
示
を
賜
っ
た
住
職
御
夫

妻
に
、
心
か
ら
御
礼
申
上
げ
る
。

　
報
告
中
に
、
両
足
院
に
と
っ
て
礼
を
欠
い
た
記
事
が
あ
る
か
と
も
思
わ
れ

る
が
、
平
常
貴
重
書
を
扱
っ
て
い
る
者
の
一
人
と
し
て
見
て
、
資
料
の
将
来

を
憂
慮
し
、
よ
り
よ
い
保
存
を
期
待
す
る
△
念
か
ら
記
し
た
こ
と
で
、
全
く

他
意
は
な
い
。
御
海
容
を
乞
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
い
が
ら
し
・
き
ん
ざ
ぶ
ろ
う
　
人
文
課
主
査
）
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